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1. はじめに 

近年，ソフトウェア設計は再利用性を高める

ために，UML を使用しクラス構造レベルでの再利

用が進んでいる．具体例としてアナリシスパタ

ーンやデザインパターンの適用が挙げられる．

このようなパターンをソフトウェア設計に適用

するには，紙に印刷されたパターン例を参考に

クラス図などからのソースコード作成を通して

試行錯誤することになる．しかし，このプロセ

スでは手作業を避けることはできない． 

そこで我々は，既存のクラス図をモバイル端

末のカメラを用いて読み取り，汎用的なデータ

に変換するアプリケーションの開発を行った．

本稿では，本アプリケーションの概要，クラス

図のデータ化手順，実装を述べる．  

2. アプリケーション概要 

本アプリケーションは，モバイル端末のカメ

ラで撮影した画像から既存のクラス図を読み取

り，XML 形式のデータに変換するものである．ク

ラス図とは，「クラス」というオブジェクト指

向の設計単位を用いて，システムの静的な構造

(モデル)を表現したものである[1]．本稿では, 

単一の「クラス」をクラス図として述べる．ク

ラス図の例を図 1 に示す．クラス図は 3 つのブ

ロックによって構成され，各ブロックにはクラ

ス名，属性のシグニチャ(属性名，型)，操作の

シグニチャ(操作名，返却値，引数名，引数の

型)が記述されている．なお，クラス図が 2 つの

ブロックで構成される場合もあるが，本アプリ

ケーションでは対象外とする． 

3. クラス図のデータ化手順 

アプリケーションがクラス図をデータ化する

手順を述べる．図 2 にクラス図をデータ化する

手順を示す． 

まず，利用者が撮影したクラス図の画像に対 

  
図 1 クラス図の例 

 

 
図 2 データ化の手順 

して前処理を行う．次に，画像からクラス図を

検出し，その後，クラス図の情報を取得する．

最後に取得したデータを元に XML 化する．以下

に各手順の詳細を述べる． 

3.1  画像の前処理 

クラス図の画像を，一定の輝度値をしきい値

として 2 値化を行い，更に平滑化を行う．これ

により画像からノイズを減らし，特徴検出を行

いやすくする． 

3.2  クラス図の検出 

画像からクラス図を検出する方法は，次に示

す 3 つの手順で行う． 

① 図形の取得 

処理された画像の中から，すべての図形を取

得する．その中から十分な大きさの図形だけを

選ぶ． 
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② 矩形の検出 

選ばれた図形の中から頂点が 4 つ，一つの角

とその対角の角の角度が 90 度に近い図形だけを

選び，その図形を矩形として検出する． 

③ クラス図の検出 

矩形として検出した図形に囲まれている図形

を取得する．取得した図形の中から十分な大き

さの図形であり，矩形として検出されたものだ

けを選び．選ばれた矩形の合計が 3 つであれば

クラス図として検出する． 

3.3  クラス情報の取得 

クラス情報の取得は，以下の 4 つの手順によ

って行う． 

① 画像の回転 

画像の傾きによる文字列の誤認識を軽減する

ため，検出したクラス図を元に，画像の回転を

行う． 

② 画像の分割 

検出したクラス図に含まれる 3 つのブロック

を，上から順に 3 枚の画像に分割する． 

③ 文字の抽出 

分割された画像を上から順に文字認識を行い，

クラス名，属性(変数)，操作(メソッド)の情報

を文字として抽出する． 

④ シグニチャの取得 

抽出された各文字列から，コロンやカンマな

どの特定の文字をデリミッターとして分割し，

型名，返却値，操作名，引数名といった情報を

取得する． 

3.4 XML 化 

取得したシグニチャを元に XML データとして

出力する．XML は多くのプログラミング言語で処

理が容易な形式であり，他のシステムで読み込

んで再利用することが可能である． 

4. 実装 

クラス図のデータ化手順に基づき実装を行っ

た．本アプリケーションは Android OS のモバイ

ル端末を対象としており，Android バージョン 

2.3.3 以降に対応している． 

前処理とクラス図の検出には，コンピュータ

ビジョン向けライブラリである OpenCV[2]を，文

字列の認識には OCR(光学文字認識)ライブラリで

ある tesseract-android-tools[3]を使用した．

しかし，OCR の認識精度は完全ではないため，誤

認識が生じる可能性がある．そのため，本実装

では，認識した文字列を XML 化する前に，利用

者に対して認識したデータの確認画面を表示す

る．図 3 に確認画面を示す.利用者はこの画面を 

 
図 3 確認画面 

見てクラス図が正しくデータ化されているかを

確認する．確認した際にデータに誤りがあった

場合，データの修正をすることができる． 

そして，修正・確認が済んだら保存ボタンを押

下することで，データを XML ファイルとして出

力する．なお，現在の実装ではシグニチャの取

得は未実装である． 

5. まとめ 

本研究では，既存のクラス図をモバイル端末

のカメラで撮影することで，手軽にデータ化で

きるシステムの開発を行った．これにより，既

存のクラス図の再利用を容易にさせる． 

現時点では単一のクラス図の認識・データ化

までを実装しているが，更に有用性を高めるた

めに，クラス間の相関関係にも対応していく必

要がある．今後は，モバイル端末のタッチパネ

ルを活かし，保存された個々のクラスのファイ

ルから，それぞれのクラスの関係を直感的に編

集ことができるユーザーインターフェースの実

装などを目標としている． 
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